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一部事務組合議会議員
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阪東佐智男
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西 澤 伸 明

山 田 裕 康

建 部 孝 夫

木村　　修

木村　　修

山田　　充

丸 山 恵 二

丸 山 恵 二

野 瀬 欣 廣

宮 嵜 光 一

田 中 章 浩

木村　　修

岡 田 隆 行

木村　　修

建 部 孝 夫

西 澤 伸 明

山 田 裕 康
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宮 嵜 光 一

阪東佐智男

田 中 章 浩

野 瀬 欣 廣

岡 田 隆 行

岡 田 隆 行

山田　　充

山田　　充

宮 嵜 光 一

野 瀬 欣 廣

丸 山 恵 二

建 部 孝 夫

建 部 孝 夫

木村　　修

阪東佐智男
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田 中 章 浩

阪東佐智男

阪東佐智男

岡 田 隆 行

山 田 裕 康

宮　嵜　光　一

山 田 裕 康

副 議 長

大滝山林組合

総 務 民 生
常 任 委 員 会

産業建設文教
常 任 委 員 会

予 算・決 算
常 任 委 員 会

議 会 運 営
委 員 会

議 会 広 報
特 別 委 員 会

議 会 選 出
監 査 委 員

彦根市・犬上
郡 営 林 組 合

湖東広域衛生
管 理 組 合
彦根愛知犬上
広域行政組合

（平成 29年 2月 6日現在）

※上欄の◎印は委員長、○印は副委員長

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○
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審
議
内
容

選
挙
（
2
件
）

議長・副議長就任あいさつ

○
議
長
選
挙

　

議
長
選
挙
を
行
い
、
議
長

に
西
川
誠
一
議
員（
３
期
目
）

を
選
出
。

○
副
議
長
選
挙

　

副
議
長
選
挙
を
行
い
、
副

議
長
に
宮
嵜
光
一
議
員（
３
期

目
）を
選
出
。

※
そ
の
他
、
常
任
委
員
会
の

所
属
変
更
お
よ
び
予
算
決
算

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
各
委
員
長
を

選
出
。
詳
し
く
は
、
３
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
と
お
り
。

○
一
般
会
計
補
正（
第
５
号
）

　

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
発
掘
調
査
経
費
お
よ
び
土

地
造
成
工
事
費
と
し
て
、
１

６
４
０
万
円
の
追
加
。

補
正
項
目

【
歳
入
】

繰
入
金　
　
　
　

９
０
万
円

町
債　
　
　

１
５
５
０
万
円

【
歳
出
】

消
防
費　
　

１
６
４
０
万
円

　

賛
成

　
反
対 議

案
（
1
件
）

　この度の臨時会において、議員の皆様のご推
挙により、議会議長の要職に就かせていただく
ことになりました。身に余る光栄でありますと
ともに、職責の重大さを痛感しております。
　地方自治体を取り巻く環境は、国の地方創生
等により大きく変化しています。本町も厳しい
財政情勢の中、人口減少が加速化しております。
町民福祉の向上にむけて、あらゆる分野で行政
と議会が本音で議論し、町政発展と開かれた議
会運営に傾注する所存であります。
　また、プレミアム商品券問題、元税務課職員
の公金横領事件等、不祥事の解決に取り組み、
本来の明るい甲良町を目指して参ります。
　皆様方のご支援、ご鞭撻を賜りますよう心か
らお願い申し上げます。

　この度、議員の皆様方のご推挙によりまし
て、甲良町議会副議長の要職に就任いたしまし
た。このような機会を与えていただきましたこ
とは、身に余る光栄と衷心よりお礼申し上げま
すとともに、その重責を痛感しております。
　さて、本町においては、少子高齢化や人口減
少などが同時並行で進行しており、他にも様々
な問題が顕在化しています。これらの変化に対
応するため、人口動向や行政水準等を的確に把
握し、行政体制や行財政基盤をいかに整備・充
実していくかを真剣に考え、取り組む必要があ
ります。これからも決意を新たに、町民の皆様
の声を受け止め、議長・各議員と共に開かれた
議会運営に努めて参りますので、皆様方のご指
導のほど、よろしくお願い申し上げます。

西 川 誠 一宮 嵜 光 一

議 長副議長

　
29
年
２
月
６
日
、
第
一
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

正
副
議
長
選
挙
や
議
会
の
役
職
改
選
を
行
っ
た
後
、

議
案
１
件
、
そ
の
他
２
件
の
計
３
件
を
審
査
し
、

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
・
決
定
し
た
。

（
西
澤
、野
瀬
、山
田
裕
、

山
田
充
）

（
建
部
、
木
村
、
丸
山
、

宮
嵜
、
阪
東
、
田
中
、

岡
田
）
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せ
せ
ら
ぎ

　

今
回
の
大
雪
で
、
除
雪
体
制
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
り
、
改
め
て
自
治
体
職
員
の
危
機
管
理
が

問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
危
機
管
理
の
発

想
と
し
て
、
予
約
つ
き
の
危
機
は
あ
り
ま
せ
ん
。

危
機
は
突
発
的
に
や
っ
て
来
る
の
で
す
。
自
治
体

に
お
け
る
危
機
で
あ
る
災
害
も
職
員
の
不
祥
事
等

も
多
く
は
突
然
や
っ
て
来
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
危
機
を
想
定
し
、
そ
れ
に
備
え
る

準
備
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
危
機
管
理

の
問
題
は
、
単
な
る
知
識
や
一
般
論
で
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
、
も
し
自
分
の
所
管
で
危
機
が
起
き

た
ら
ど
う
考
え
、ど
う
行
動
す
る
か
が
重
要
で
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
第
一
に
時
間
と
場
所
を
問

わ
ず
発
生
す
る
緊
急
事
態
を
予
知
・
予
防
し
、
第

二
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

対
応
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
大
雪
に
関
し
て
は
、

予
想
以
上
の
出
来
事
だ
っ
た
た
め
、
対
応
が
後
手

に
回
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
否
め
ま
せ
ん
が
、
こ
の

経
験
を
教
訓
と
し
て
、
新
た
な
課
題
を
見
つ
け
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
議
員
と
し
て
経
験
不
足
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
事
例
が
発
生
し
た
時
に
、
迅
速

な
判
断
と
地
域
住
民
の
皆
様
と
連
携
を
と
り
、
自

治
体
と
協
力
し
て
、
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
田　

隆
行

こ
う
ら
議
会
だ
よ
り
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シ
リ
ー
ズ

町
の
元
気
も
の

こ
ん
に
ち
は
！

「
道
の
駅
せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ
う
ら

駅
長
　
金か
な
お
り織  

昭あ
き
ひ
と人

」で
す
。

　

道
の
駅
せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ

う
ら
は
、
３
月
で
４
周
年

と
な
り
、
平
成
27
年
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
２
回

目
の
春
を
迎
え
ま
す
。

　

私
が
せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ
う

ら
の
駅
長
に
な
っ
た
の
は
、

昨
年
の
11
月
で
し
た
。
甲
良

町
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
、
前
任
の
駅

長
が
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
、

「
自
分
の
後
任
と
し
て
、

甲
良
町
の
道
の
駅
で
働

い
て
み
な
い
か
」
と
誘

い
を
受
け
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。　

　

私
は
、
元
々
栗
東
市

に
あ
る
「
道
の
駅
こ
ん

ぜ
の
里
り
っ
と
う
」
で

８
年
間
駅
長
を
務
め
て

い
ま
し
た
。
前
駅
長
の

平
田
氏
と
は
以
前
か
ら
の
知

人
で
、
道
の
駅
の
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
と
語
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
話
を
し
て
い

る
中
で
、「
せ
せ
ら
ぎ
の
里

こ
う
ら
」
の
魅
力
、
こ
れ
か

ら
の
成
長
力
を
強
く
感
じ
、

心
機
一
転
新
し
い
環
境
で
仕

事
を
し
て
み
よ
う
と
決
意
し
、

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

道
の
駅
経
験
者
だ
か
ら
と

言
っ
て
も
、
道
の
駅
は
全
国

に
１
１
０
０
か
所
以
上
も
あ

り
、
各
道
の
駅
で
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

運
営
ス
タ
イ
ル
も
千
差
万

別
な
の
で
、
正
直
な
と
こ

ろ
、
戸
惑
い
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
助
け
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
が
、
生
産

者
さ
ん
を
は
じ
め
、
せ
せ
ら

ぎ
の
里
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ん
で
す
。
８
年

間
、
道
の
駅
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
が
、
改
め
て
道
の
駅

は
、
そ
の
地
域
の
た
め
の
施

設
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 　

せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ
う
ら
は
、

甲
良
町
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

皆
さ
ん
が
「
自
分
の
町
の
道

の
駅
だ
！
」
と
誇
り
に
思
っ

て
も
ら
え
る
道
の
駅
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
先
導
に
立
っ
て
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

４
月
８
、９
日
に
は
周
年
祭

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
従

業
員
一
同
、
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

本
格
石
窯
ピ
ザ
も
大
好
評
！

ご
来
店
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


